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3 WWW 情報検索支援モデル 1 はじめに 

3.1 提案モデル概要  キーワードに基づく WWW サーチエンジンでは

ユーザが得たい情報を取得するのが困難な場合

が存在する。特に専門性の高い情報や、それほ

ど有名ではない Web サイトを検索する場合に、2

つ以上の検索語を同時に用いないと、ユーザの

得たい情報が検索結果の上位に上がってこない

ことが多い。ユーザがインターネットの利用に

熟練していない場合や、検索対象の知識を十分

に持っていない場合に、適切な検索語を思いつ

くのは困難である。このような問題を解決する

手がかりとして、次の 4 つの情報が利用できる

と考えた。 

 提案モデルは、各ユーザが個人プロファイル

を設定した P2P ネットワーク上で、検索履歴と

ブックマークを共有し、ユーザの入力した検索

語と関連する情報を他のユーザの検索履歴、ブ

ックマークの情報から収集して提示するもので

ある。 

 

3.2 個人プロファイルの利用 

インターネット利用調査[5]によれば、インタ

ーネットユーザは趣味に関連する Web ページを

閲覧することが多いと報告されている。そのた

め、ユーザは自分の趣味に関する Web ページを

頻繁に検索したり、ブックマークに登録してお

り、自分の趣味に関する専門的な知識をある程

度有している場合が多いと考えられる。また、

趣味だけではなくユーザの職業や年齢も利用す

る Web ページに影響を与えると予測する。そこ

で、本研究ではユーザの属性情報(個人プロファ

イル)として以下の 3 つを用いる 

入力した検索語と関連して、他のユーザが 

・ 利用した検索語 

・ 利用した Web ページの URL 

・ ブックマークに追加した Web ページの URL 

・ ブックマークに追加する際のフォルダ名 

 そこで、これらの情報の利用して、ユーザの

情報検索を支援する、WWW 情報検索支援モデルを

提案する。 

・ 年齢  

・ 趣味 2 関連研究 

・ 職業  関連研究として、特定サーバ上で不特定多数

のユーザの検索履歴を収集し、その情報を元に

関連する検索語をユーザに提示する手法[1]や、 

これにより、ユーザは自分の入力した検索語

がどのような年齢、趣味、職業のユーザでよく

用いられているかという情報が得られると同時

に、これらの属性情報を用いることでユーザ自

身による検索の絞込みを効率的に行えるように

なると考えられる。 

ユーザ間でブックマークを共有し、現在訪れて

いる Web ページを元に、そのページに類似した

ページを他のユーザのブックマークの中から探

し提示する手法[2]、ユーザ間でブックマークを

共有し、利用者の類似度とブックマークの階層

構造の類似度を判定し、協調フィルタリングに

基づいて Web ページを推薦する手法[3]等がある。 

 

3.3 ユーザのマシン上での処理 

提案システムでは検索履歴とブックマークを

ユーザごとにローカルマシン上の適当なデータ

ベースに保存し、そのデータベースの情報を P2P

ネットワーク上で共有する。また、データベー

ス内の情報の関連を構造化するために[4]で提案

された Query Network(略して QN)を用いて検索

履歴とブックマーク情報を構造化し、この情報

も他のユーザと共有する。 

 しかし、これらの関連研究では検索履歴かブ

ックマークのどちらか一方しか用いておらず、

またユーザの趣味や職業といった属性を考慮し

ていない。 

 

 

検索履歴を収集する際は、特別なブラウザを

用意し、ユーザがブラウザを通してサーチエン

ジンによって検索を行う際の、検索語と検索結
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果の中からユーザがクリックした URL の組をデ

ータベースに格納していく。またブックマーク

も同様に、ユーザが興味を持った Web サイトを

ブックマークに追加するたびに、その URL とブ

ックマークのフォルダ名をデータベースに追加

する。次に、データベースに格納された情報を

元に QN を構築する。QN とは[4]で提案された手

法で、ユーザ(行為者)、検索語、検索結果中か

ら選択した Web ページの URL という 3 つの属性

データの相互関係をグラフ構造(無向グラフ)に

よって表現する手法である。図１に QN の最小単

位グラフを示す。 

 

[4]では

索語は一

象として

個人プロ

語以内の

「2005 年

テムエン

ータであ

エンジン

いた検索

いう We

タベース

ータ Jo

http://w

して記録

グラフに

 

 

QN により、検索語や URL を次々と接続してい

くことで、関連する検索語やブックマークのフ

ォルダ名、URL がグラフ上で接続する。 

 

3.4 P2P ネットワーク上での検索 

P2P ネットワーク上の検索では、検索対象の絞

込みを行えるよう 2 段階の方法で行う。第一段

階ではユーザが検索語を入力すると、その検索

語を P2P ネットワーク上にマルチキャストし、

他のユーザのデータベースから検索語を含むレ

コードをユーザに返す。第 2 段階は、第１段階

で取得した結果の中からユーザが個人プロファ

イルによるフィルタリングをかけ(例えば職業は
 

25

サ

検索結果から閲覧した URL
、上

語の

いた

ファ

もの

1 月

ジニ

る Jo

”,“グ

結果

b ペー

に”2

hn  

ww.g

され

対応

研究者であるユーザにのみ検索対象とするなど)、

それらのユーザの QN から、目的の検索語と隣接

する情報を返すというようにする。こうするこ
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図 2:本
ユーザの属性情報 

(ユーザ名等) 
とで、第 1 段階では得られなかった、検索語を

一切含まないが、QN によって隣接している検索
 
      検索語
 語や URL の情報を得ることが可能になる。 

 
 
図 1: QN の最小単位グラフ
記 3 つの属性のみを用い、また検

み用いているレコードのみ処理対

が、本研究では QN に 3.2 で述べた

イルを追加し、さらに検索語も 2

を処理対象とする。例えば、

1 日 2 時 15 分 0 秒に、職業がシス

ア(ＳＥ)であり、趣味がコンピュ

hn という 25 歳のユーザが”サーチ

ーグル”という２つの検索語を用

から http://www.google.co.jp/と

ジを閲覧した」という事実がデー
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oogle.co.jp/ ”というレコードと

る。このレコードを QN の最小単位

させると図２のようになる。 

3.5 提示された情報の利用 

 ユーザは本モデルにより提示された検索語や

URL を利用することで、より専門性の高い Web サ

イトを発見したり、得たい情報を取得するため

の適切な検索語を発見できるようになると考え

る。 

 

4 課題 

 3.2 の個人プロファイルが検索を行う際に有用

であるかどうか検証・評価する必要がある。ま

た、P2P ネットワーク上での検索は検索時間とネ

ットワーク負荷が大きい点も課題である。 
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